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真下紀子団長 (左 )
丸山はるみ幹事長 (右 )

｢にんしん SOS ほっかいどうサポートセ
ンター｣ 田中佳子所長と懇談する丸山道議

一般質問に立つ
丸山はるみ道議

第32期道議会新体制スタート
　2023年５月、日本共産党
は二名で会派結成届けを提
出しました。

団　　長：真下紀子
幹事長・議会運営委員会
オブザーバー委員
　　　　：丸山はるみ

　丸山はるみ議員は次の委
員会に所属となりました。

・水産林務常任委員会
・子ども政策調査
　　　　　特別委員会

－所属委員会－

小樽－長万部間、並行在来線のバス転換は見直せ
並
行
在
来
線
対
策
協
議
会
は
、
北
海
道
新
幹
線
札
幌
延

伸
に
伴
い
並
行
在
来
線
小
樽
・
長
万
部
間
の
バ
ス
転
換
を

方
向
付
け
ま
し
た
。
バ
ス
運
転
手
不
足
は
深
刻
で
、
バ
ス

転
換
後
の
運
行
に
つ
い
て
「
バ
ス
事
業
者
に
協
力
を
求
め

る
」
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
協
議
は
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

道
は
「
関
係
す
る
バ
ス

会
社
と
の
協
議
が
継
続

中
」
と
言
い
ま
す
が
、

後
志
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
は

２
０
２
３
年
５
月
以
降
開

催
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
丸

山
道
議
は
「
バ
ス
転
換
の

議
論
は
住
民
の
利
便
性
の

前
進
が
前
提
。
バ
ス
運
転

手
不
足
で
、
バ
ス
転
換
は

困
難
と
い
う
現
実
を
直
視

し
、
平
行
在
来
線
の
あ
り

方
を
見
直
す
必
要
が
あ

る
」
と
質
し
ま
し
た
。

「
攻
め
の
廃
線
」か
ら
４
年

半
バ
ス
ま
で
廃
止
に

２
０
１
９
年
当
時
夕
張

市
長
だ
っ
た
鈴
木
知
事
が

「
攻
め
の
廃
線
」と
豪
語
し
、

バ
ス
転
換
と
な
っ
た
石
勝

線
夕
張
支
線
は
バ
ス
運
転

手
不
足
で
３
路
線
が
廃
止

に
。
高
校
生
の
通
学
手
段

も
奪
わ
れ
ま
し
た
。
丸
山

道
議
は「
通
学
手
段
・
地

域
住
民
の
足
を
ど
の
よ
う

に
確
保
し
て
い
く
の
か
」知

事
に
迫
り
ま
し
た
。

若年妊婦の支援体制守れ

道の責任で24時間
ワンストップの生活支援を

　2022年設立された「にんしん SOSほっか
いどうサポートセンター」は北海道の委託を
受け、平日夜間・休日相談の実施の他、法人
独自事業として、24時間365日対応の相談窓
口を開設しています。予期しない妊娠や出産
に関する相談対応で切れ目のない支援体制を
構築しています。

　財団法人の助成金が３月で打ち切られるこ
とから事業存続が危惧されています。
　丸山はるみ道議は「相談窓口につながるこ
とで命が守られる親子がいる。道の責任で支
援を実施していく必要がある」と事業整備の
決断を知事に迫りました。
　鈴木知事は「個別の悩みに応じて支援につ
なげる活動は重要。適切な支援につながるよ
う整備に取り組む」と答弁しました。

｢道民のくらし守る｣ 予算編成を
鈴木直道知事に要請する党道議団

　１月29日、党道議団は2024年度の予算編成に
当たり「道民のくらしを守る」ことを重点に編
成するよう要請しました。
⒈物価高騰から道民生活と経済を守る施策
⒉医師確保・検診率向上など医療福祉の充実
⒊防災・減災対策の見直しと避難所の環境整備
⒋地方公共交通の維持・存続
⒌核ゴミを持ち込ませず、泊原発は廃炉に
　を重点項目にすえ、丸山道議はバス運転手確
保が困難になっている現状を踏まえ、平行在来
線のバス転換を見直すよう訴えました。

　小樽市内の「母子生活支援施設」
は、母子家庭やＤＶ被害を受けた
女性と子どもの生活を支援する児
童福祉施設です。建設から82年も
経過し、冬は雪が吹き込むほど老
朽化しており、道の所管責任とし
て機能強化や施設運営等への支援
を求めました。

「老朽化した母子生活支援施設」
老朽化対策・機能強化に道の支援を

知事に要望「2024年度予算と道政執行」



お困りごと相談お受けします
◉月曜日～金曜日
◉午前９時30分～午後３時30分

丸山はるみ事務所
小樽市稲穂１－12－205
ステーションハイツ

☎64-5591　FAX64-5592

包括的性教育｢わたしもあなたも大事なひとり｣

助産師の澤谷さきこさん (右 ) と
丸山道議 (左 )

　予期せぬ妊娠・出産の相談事
業を道議会で取り上げる中で、
人間関係や性の多様性、ジェン
ダー平等など幅広いテーマを含
む「包括的性教育」の必要性を
痛感する丸山道議。「生理のこ
とを知ってみよう」と生理のし
くみ、月経時の身体の状態をわ
かりやすく講演してくれる澤谷
さんと「性教育は人権教育」と
の意義を広げていきたいと話し
合いました。

　99年以降の統計史上で、一番の積
雪を記録した小樽市。至る所が雪山
で道が狭くなりました。
　１月24日、小樽市議団と一緒に除
雪パトロールを実施しました。新光
地域の住民から寄せられていた道道
一号線の除雪を道に申入れ、除雪が
実現しました。

除雪パトロール。
市議団とともに

「除雪パトロール」大雪から市民のくらし守ろう !

〝蘭越町の水蒸気噴出〟急ぎ不安や実害の解消を !!

　「道栽培漁業伊達センター」(伊達市 )で、
高級カレイ「マツカワ」の種苗生産がされて
おり、漁獲量の確保を支えています。
　同センターでは飼育用の海水を北海道伊達
火力発電所から無償で提供を受けていました。
　伊達火力発電所が３月に休止することを受
け丸山道議は、新たな取水方法など事業継続
に向けた、道の対応を求めました。

～どうなる？！高級カレイマツカワ～

「人材育成に力注ぐ」と
太田秀吉事務局長

「人手不足は深刻です」
中小企業家同友会訪問

ひろがれ！
パートナーシップ制度

【
小
樽
プ
ラ
イ
ド
２
０
２
３
集
会
】
に
参
加

｢
原
子
力
防
災
計
画
・
避
難
計
画
」
北
海
道
は
責
任
を
明
確
に

岩
内
町
で
は
「
避
難
時
の

要
支
援
者
１
０
２
９
名
全
て

の
個
別
計
画
を
２
０
２
５
年

ま
で
に
作
成
す
る
。
放
射
線

防
護
施
設
で
の
屋
内
退
避
後

の
避
難
は
国
や
自
衛
隊
が
行

う
計
画
」
と
話
し
、
余
市
町

の
社
会
福
祉
法
人
で
は
「
避

難
時
に
自
力
で
の
車
両
確
保

は
困
難
。
道
に
応
援
を
求
め

る
必
要
が
あ
る
」
と
道
の
イ

ニ
シ
ア
チ
ブ
の
発
揮
を
求
め

て
い
ま
す
。　
　

し
か
し
道
は
「
医
療
機
関

や
社
会
福
祉
の
避
難
計
画
の

実
態
把
握
は
市
町
村
の
仕

事
」
と
の
ス
タ
ン
ス
で
す
。

社
会
福
祉
施
設
で
の
屋
内

退
避
受
け
入
れ
訓
練
を

道
の
原
子
力
防
災
計
画
で

は
、
屋
内
退
避
を
優
先
す
る

要
支
援
者
は
放
射
線
防
護
施

設
に
避
難
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
原
発
か

ら
５
〜
30
キ
ロ
圏
内
の
屋
内

退
避
施
設
と
な
っ
て
い
る
社

会
福
祉
施
設
で
の
受
け
入
れ

訓
練
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
丸

山
道
議
は
「
原
子
力
防
災
に

責
任
を
持
つ
道
と
し
て
町
村

と
社
会
福
祉
施
設
任
せ
の
対

応
を
改
め
る
べ
き
」
と
質
し

ま
し
た
。
知
事
は
「
今
後
と

も
市
町
村
な
ど
と
連
携
し
、

防
災
計
画
に
つ
い
て
必
要
な

見
直
し
を
行
う
な
ど
充
実
強

化
に
取
り
組
む
」
と
答
え
ま

し
た
。

原
子
力
委
員
会
が
泊
原
発
周
辺
の
基
準
値
振
動
の
最
大

６
９
３
ガ
ル
へ
の
変
更
を
了
承
し
た
こ
と
に
伴
い
、
地
震
発
生

時
の
災
害
想
定
や
避
難
計
画
の
検
討
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
党

道
議
団
は
共
和
町
・
岩
内
町
・
余
市
町
を
訪
れ
、
原
子
力
防
災

計
画
等
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　北海道は知事がト
ップセールスを行っ
て次世代半導体メー

カー「ラピダス㈱」の誘致を促
進してきました。しかし誘致の
是非を判断するメリットや課題
整理についての庁内検討過程が
あきらかにされていません。

　丸山道議は「税金を投入して
誘致を行う以上、庁内検討過程
を明らかにせずして道の事業執
行の正当性を道民に説明できる
のか」と知事に迫りました。知
事は「地域、事業者の懸念 ･ニ
ーズを踏まえ検討を進める」と
答えました。

ラピダス誘致　政策決定の文書もないずさんさ

　地熱発電の掘削現場で地中から蒸気が噴出し、
高濃度のヒ素が検出された問題で、丸山道議は現
地に足を運び、農業への風評被害の現状や心配事
を聞き取りました。　
　水産林務委員会で道有林への影響や原状復帰、
樹木の保障に関し、道の取り組みを質しました。




